
 生まれて初めて原稿を渡され、開演前のアナ

ウンスをしました。渡された原稿を声に出して

読んでみると、改めて声の出し方、アクセント、

イントネーションが納得出来ないことがある

と気付きました。本番は何とか原稿を読み終える

事が出来ましたが、情けない思いで一杯です。日本

人なのに、アクセント、イントネーションがハッキ

リわからない。 

 以前から電話相談をしていて、自分でも力不足

や疑問に思いながらそのままにして来たと改めて

感じました。 

 電話相談では、声や雰囲気、気配等実際見えない

ものを感じて対応していきます。 

相談内容も様々です。 

 私は前から話す時の声について、もっと学びた

いと思っていました。自分の声の表現力を豊かに

多様化させたいという思いです。 

 今回の事で、必要だと理解していたにも関わら

ず、行動していなかった自分に気付き、反省してい

ます。何事もやってみて、初めて気付くことがある

のですね。 

 最後に今回文学座公演の「女の一生」で主人公の

忘れられないセリフを紹介します。 

 

「誰が選んでくれたものでもない 

     自分で選んで歩きだした道ですもの。」 

 

 

  

秋田県内在住の産業カウンセラーの皆さん、こんにちは！  回覧板秋号をお届けします！  

思うこと 

秋田ふれあいこまち会  加賀 敬子  

 皆さん秋田演劇鑑賞会をご存知でしょうか。  

会員制で演劇を観続ける会です。月々の会費で年

４～５本の生の舞台が秋田市で鑑賞出来ます。ウ

ィズコロナの状況でも１０月８日に例会があり

ました。文学座公演「女の一生」の舞台が文化会

館で行われました。地元でコロナ対策を徹底しな

がら、生の舞台を観る機会です。  

 次回は１２月２日１８：３０から文化会館で

「朗読劇人間失格」無名塾で仲代達矢さん出演で

す。皆さん、いかがですか。  

 私は会員ですが、秋田演劇鑑賞会では、会員の

高齢化やコロナによる影響を受けて、会員数が減

少しています。少なくとも会員数４２０名をクリ

アしないと、秋田演劇鑑賞会の存続が危うくなり

ます。  

 ウィズコロナの状況でも地元で生の舞台を観

る機会がある事は、心が豊かになり、人間同士の

結び付きを具体的に感じ、何よりも生きる力にな

ると感じています。  

 秋田演劇鑑賞会では、会員が分担して例会当日

ボランティアで、スタッフの手伝いをします。例

えば、アナウンス、大道具小道具の搬入搬出、受

付等々です。  

 秋はこの度、アナウンス担当でした。  



 

 秋田県運営部への問い合わせなどにご利

用ください。  

運営部長連絡先  080-9259-6005 

メール  jaico_akita●yahoo.co.jp 

スパムメール防止のため、●を＠に置き換え

てご利用ください  


